
直前アドバイス
センター試験のチェック事項
１．試験前
①時間に余裕をもって行動する
交通機関の乱れが発生する場合も多いので、時間に余
裕をもって出発するようにしましょう。試験会場はあらかじ
め下見しておくと良いでしょう。

②試験当日の受験科目変更は不可
試験当日に受験科目を変えることは出来ませんので、確
実に出願時に選んだ科目を受験するよう注意してください。

２．試験中
待ち時間は表紙の注意事項を熟読する
問題が配られてから試験開始までは時間があります。こ
の時間に問題の表紙に書いてある注意事項を確認しま
しょう。特に問題のページをチェックし、解き間違いがない
ように注意しましょう。
※受験する科目を間違えないように！特に以下の科目について、
同一の問題冊子に編集されているためよく確認してください。
「数学Ⅰ」と「数学Ⅰ・数学A」 「数学Ⅱ」と「数学Ⅱ・数学B」
「倫理」と「倫理，政治・経済」 「日本史A」と「日本史B」

３．試験会場にて
①休み時間は余裕を持って使う
会場のお手洗いはかなり混むので、時間に余裕を持って
行くようにしましょう。

②当日も体調管理を行う
試験当日は想像以上に体力を消耗します。休み時間の
うちに水分補給をしたり、チョコレート等で糖分補給をして
おくことをおすすめします。また、教室によっては暑い・寒い
等ありますので、着脱しやすい服装で会場に行きましょう。

４．試験後
①前の科目の出来不出来に一喜一憂しない
受験科目がまだ残っている場合、前の科目の出来・

不出来に気を取られず、次の科目で最大限得点できるよ
う心の準備をしましょう！

②２日目が終わるまで採点しない
センター試験は２日間あります。２日目がある人は、

１日目の採点をせずに２日目に臨みましょう！
（採点をしてしまうと気持ちの上がり・下がりが激しくなり、
試験に集中できなくなってしまうため。）



番号 チェック欄 持ち物

1 ✓ 受験票

2 ✓ 腕時計

3 ✓ 防寒具（カイロ、上着、手袋など）・雨具
※英語や地図が書かれているものは避けること

4 ✓
筆記用具（鉛筆・消しゴムは多めに）
小型鉛筆削り

5 ✓ 受験会場周辺の地図

6 ✓ 昼食・飲み物

7 ✓ 常備薬・のど飴

8 ✓ 現金（多すぎず少なすぎず）

9 ✓ ハンカチ・ティッシュ・マスク

10 ✓ （会場によっては）上履き・ビニール袋

番号 チェック欄 持ち物

11 ✓ 健康保険証（急病に備えて。コピーでも可）

12 ✓
携帯電話・スマートフォン（ホテルや大学の連
絡先も登録。試験中は必ず電源を切ること）

13 ✓ ノートなど

14 ✓ 参考書（必要最低限のものに絞る）

15 ✓ 募集要項

16 ✓ 学生証・生徒手帳

17 ✓ 乗車券・特急券・航空券 ※

18 ✓ 着替え※

19 ✓
宿泊クーポン ※
（または予約確認メールのプリントアウトなど）

20 ✓ 洗面用具 ※ ※ 遠方の生徒のみ

直前アドバイス
センター試験の持ち物リスト



１．規則正しい生活を送ろう
起きてから全力を出せるようになるまでは約３時間が必要です。
センター試験が開始する９時半に本気になれるよう、６時起床を普
段から徹底しましょう。

２．風邪の予防
どれほど勉強しても、当日が体調不良では全てを発揮するのは難し
くなってしまいます。体調に異変を感じたら無理をせず、十分に休息を
取る勇気を持ちましょう。

キミのセンター試験が最高の結果になるよう
応援しています！

頑張れ！ 受験生！！！

直前アドバイス
体調管理に気を付けよう



「答案再現システム」を利用しよう！
センター試験の解答を入力すると、自動採点および、
合否判定を行います。積極的に活用しましょう！

登録期間： ２０日（月）２４：００まで

登録方法： 学力ＰＯＳから登録可能

判定結果： ２２日（水）
※判定が出たらメールにてお知らせします。

センター試験が終わったら
遅くとも翌日から二次・私大試験の対策へ
頭を切り替え次の試験に集中しよう！

直前アドバイス
センター試験が終わったら



バックナンバー



直前アドバイス
センター試験 解き進め方３カ条

東進独自の過去問演習・合否データなどから見える
本当に合格するために必要な学習ポイント

これを知っているかいないかで、入試結果が変わる！

第一条 解答の順番・大問の通過時間を設定

第二条 大問全体の出題内容を見てから解く

第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し



１．解く順番を事前に設定する

• 得意な大問順に解く
• 配点が高い順に解く

といったように、最も高得点が期待できる順番は何かを考えて解く。
⇒解く順番を設定したら、安定して得点できるかを別の年度で検証
⇒うまくいかなければ、原因を分析して、順番を修正する

※試験本番では、「形式が前年度から変更していないか」を問題を解く前に必ず確認

第一条 解答の順番・大問の通過時間を設定する

第4問の整数の性質が得意なんだけど、
最後に解くからいつも解く時間が無くなって
しまう・・・

× 解く順番を設定しない
=高得点を取れる機会を失う

第4問の「整数の性質」は、毎回満点を
取れるから、一番最初に解こう！そのあと
は次に得意な第2問の「図形と計量、デー
タの分析」を解いていこう！

○ 解く順番を設定する
＝高得点を取れる機会を逃さない

数Ⅰ・Ａ 内容 解答順番

第１問 数と式、集合と命題、二次関数 1

第２問 図形と計量、データの分析 2

第３問 場合の数と確率 3

第４問 整数の性質 4

数Ⅰ・Ａ 内容 解答順番

第１問 数と式、集合と命題、二次関数 3

第２問 図形と計量、データの分析 2

第３問 場合の数と確率 4

第４問 整数の性質 1



２．各大問の見切り方を身に付ける

１問完答しても、その問題に制限時間の大半を使っては合格できない
① 毎回過去問を演習する際、大問ごとにかかった時間を記録しておく
② 記録をもとにどの問題にどれだけ時間をかけるか、時間の目安を決め、
通過時間（問題を見切って、次の問題に移る時間）を設定する

③ 過去問演習中も通過時間に達したら、その問題を見切り、次にいく習慣を
つける

第一条 解答の順番・大問の通過時間を設定する

第1-3問まで完璧に解き終わったぞ！
あれ!?試験終了まで残り5分しかない…

× 通過時間を設定しない
=全大問に触れられず、無駄な失点が発生する

第1問は2分、第2問は13分、第3問は
15分で解こう！長文問題の第4-6問、
時間もかかるから、試験開始してから、
35分立ったら、絶対に第4問に移るぞ！

○ 通過時間を設定する
＝全大問に触れるため、無駄な失点が発生しない

英語 内容 配点 解く時間 通過時間

第１問 発音・アクセント 14 ？ ？

第２問 文法・語法、整序英作文、英文完成 47 ？ ？

第３問 不要な文の選択・内容の要約 33 ？ ？

第４問 図表を使った説明文読解 40 ？ ？

第５問 小説・物語文の読解 30 ？ ？

第６問 説明的文章の読解 36 ？ ？

英語 内容 配点 解く時間 通過時間

第１問 発音・アクセント 14 2分 試験開始から2分後に通過

第２問 文法・語法、整序英作文、英文完成 47 13分 試験開始から15分後に通過

第３問 不要な文の選択・内容の要約 33 20分 試験開始から35分後に通過

第４問 図表を使った説明文読解 40 12分 試験開始から47分後に通過

第５問 小説・物語文の読解 30 10分 試験開始から57分後に通過

第６問 説明的文章の読解 36 18分 試験開始から75分後に通過

見直し 5分



直前アドバイス
センター試験 解き進め方３カ条

東進独自の過去問演習・合否データなどから見える
本当に合格するために必要な学習ポイント

これを知っているかいないかで、入試結果が変わる！

第一条 解答の順番・大問の通過時間を設定

第二条 大問全体の出題内容を見てから解く

第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し



いきなり問題を解き始めるのではなく、形式や大問
全体で問われている内容を確認して、解答を始める

• 英語の第６問（説明的文章の読解）は、
① 各設問を確認し、前年の形式と同じかを確認する
② 「問われている内容」と「答えの位置」を確認する
③ リード文を読む
④ 選択肢から解答を決定する

※上記はあくまで一例です。自分にあったベストな解き方で問題を解きましょう。

第二条 大問全体の出題内容を見てから解く

①まずは、設問をチェックしよう！
• 問１は、「パラグラフ１」に登場する「単語の意味と近い単
語」を選択

• 問２は、「パラグラフ２」で述べられている「正しい」文を選択

• 問３は、「パラグラフ３」にEdoが「例示されている理由」を
選択

• 問４は、「パラグラフ5」でroutesについて「何と」説明され
ているか

• 問５は、「文章全体」の要点について選択
• Ｂ問題は、パラグラフに即したテーマの選択

⇒例年と同じ形式ということを確認したぞ！

②解答がある位置を確認しよう！
• 問１は、「パラグラフ１」

• 問２は、「パラグラフ２」

• 問３は、「パラグラフ３」

• 問４は、「パラグラフ5」

• 問５は、「文章全体」
• Ｂ問題は、「各パラグラフ」 に答えがあるはずだ！

③リード文を読んで解答するぞ！

英語 第6問【説明的文章の読解】



直前アドバイス
センター試験 解き進め方３カ条

東進独自の過去問演習・合否データなどから見える
本当に合格するために必要な学習ポイント

これを知っているかいないかで、入試結果が変わる！

第一条 解答の順番・大問の通過時間を設定

第二条 大問全体の出題内容を見てから解く

第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し



１点でも多く得点するにはミスを無くすこと

君には合格点を取るだけの力が付いている

【見直しを徹底する】

第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し



第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し

•必ず選択した記号が正しいか、適切な位置にマー
クされているかをチェックする
「問題用紙で解いた時の自身の解答」と、
「解答用紙に書いてある解答」 が一致しているか

解答番号とマークした解答用紙の番号が一致しているか

•解答用紙に記入した直後に、設問文の要求・問題
条件をもう一度読む
間違っている選択肢を選ぶ問題なのに正しいものを選んでい
ないか

解答すべきマーク数は適切か

次ページから注意すべき内容をまとめましたので、確認しましょう。



第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し

解くべき科目を間違いないよう要注意
• 数Ⅰと数Ⅰ・Ａは同じ問題冊子
• 数Ⅱと数Ⅱ・Ｂの同じ問題冊子

※解く科目のページを必ず確認すること

• 日本史Ｂと日本史Ａは同じ問題冊子
• 世界史Ｂと世界史Ａは同じ問題冊子
• 地理Ａと地理Ｂは同じ問題冊子



第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し

誤りを含むもの・適当でないものを選択

※設問文を必ず確認すること



第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し

解答を２つ選択

※設問文を必ず確認すること



第三条 マーク位置・内容および設問条件の見直し

マーク位置に注意
• 解き切れずに問題をスキップした場合は、マーク位置に注意。

解き忘れた問題がないかを確認
• ページ飛ばしをしていないか確認

 特に最後の大問を解いたあとは、背表紙がでてくるまで、念のため問題
用紙をめくること。

• 意図的に飛ばした（＝あとで解こうと判断）問題を解いているかを
確認


